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Assetbenter RMUO roSは、旧バージョンの問題点を修正したメンテナンスバー
ジョンです。

本書またはその他のAssetbenterマニュアルに記載されていない最新情報につ
いては、Assetbenterのインストール先フォルダに入っている「qe\dmeMtxt」
ファイルを参照してください。

�はじめに
序文
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本書の内容は次の通りです。
• tnixバージョンのインストール方法および使用に関する情報
• 関連マニュアルおよび動作環境
• 改善された問題点および新バージョンに追加された新機能の一覧
• Assetbenter RMUO roSへのアップグレード時の注意事項
• 詳細についてのお問い合わせ先

�本書の内容
序文
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I. アプリケーションサービスの管理

�アプリケーションサービスの
管理I

パート
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アプリケーションサービスの概念
アプリケーションサービスとは、アプリケーションをローカルにインストー
ルすることなしに企業内での使用を可能にするサービスです。アプリケー
ションは、イントラネットまたはアプリケーションサービスプロバイダ
（Aro）によりホストされ、インターネットを通してアクセスできます。プ
ロバイダは、アプリケーションベンダーとエンドユーザーの仲介者として、
購読契約という形でアプリケーションを提供します。

アプリケーションサービスをオンライン利用することにより、メンテナンス
やバージョンアップ等が自動化されます。シン・クライアントのvebイン
ターフェースを用い、ユーザーは固有のアカウントを使って、インターネッ
トまたはイントラネットを通してアプリケーションにアクセスすることがで
きます。その結果、企業は生産性の向上を図ることができます。

�はじめにP
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例 P.P. アプリケーションサービスの例

企業内でのコミュニケーションと情報共有の最適化を望んでいる企業Aを例
に挙げてみましょう。Aroはこの要求にすばやく対応することができます。
その上、Aroは企業Aのデータを保護する補足サービスも提供します。プロ
バイダの提供するサービスを検討した後、企業Aはプロバイダaと購読契約
を交わします。企業Aとプロバイダaは、コスト、支払条件、ユーザーアカ
ウントの管理等といった関連情報を交換します。

AssetCenterでの導入
Assetbenter RMUでは、企業内で使用されているアプリケーションサービスに
関連する情報を保存、トラッキングすることが可能です。Assetbenterソフト
ウェア全体をとおして言えることですが、関連情報に横断的にアクセスでき
ます。

アプリケーションサービスの各レコードは、契約のタイプがライセンスと
なっている契約を参照し、またユーザアカウントともリンクしていて、その
情報にアクセスできます。Aro契約は、［契約］テーブルに含まれています。
Aro契約を管理するには、［リポジトリー／アプリケーションサービス］メ
ニューを選択します。

従業員は、ユーザーアカウントの管理において核となる情報なので、従業員
の詳細画面に、［アプリケーションサービス］タブページが追加されまし
た。これにより、アプリケーションサービスの画面を表示することなく、契
約の使用状況の画面にアクセスできます。また、動的データ管理の原理によ
り、アプリケーションサービスに関連するアクションが実行されたり、デー
タベースのフィールド値が直接変更されると、関連データも自動的に変更さ
れます。
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アプリケーションサービスの画面には、アプリケーションサービスに関連す
る情報が包まれています。［リポジトリー／アプリケーションサービス］メ
ニューを選択してこの画面を表示します。

関連する情報を追加、参照、変更あるいは削除する場合には、この画面で処
理します。

�アプリケーションサービスの
画面2
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図 2.P. アプリケーションサービスの画面

本章では、レコードリストおよび詳細画面について説明します。
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アプリケーションサービスのリスト
一番上の行は列見出しで、各レコードが保持しているデータの内容を示しま
す。

リストが表示されている時の列見出しの標準構成は次の通りです。
• ［参照番号］：契約の固有の参照番号
• ［製品］：契約で指定されているアプリケーションサービス
• ［アプリケーションタイプ］：アプリケーションサービスのタイプ
• ［ネットワークアクセス］：アプリケーションサービスで使用されるア
クセスのタイプ

• ［アプリケーションのtRL］：アプリケーションのネットワーク上での
アドレス

アプリケーションサービスの詳細画面
詳細情報の内容は、選択したアプリケーションサービスに応じて変わりま
す。

基本情報
詳細画面の上部には、選択されたアプリケーションサービスのアイコンとS
つのフィールドが常に表示されます。

図 2.2. 詳細画面の上部

• ［参照番号］（rpk名 : qef） フィールドは、契約番号を指します。この
フィールドは必須フィールドです。

• ［アプリケーションタイプ］（rpk名 : seArosype） フィールドは、アプ
リケーションのタイプを示します。ドロップダウンリストから選択でき
る値は次のとおりです。［Aro］､［イントラネット］、［その他］。

• ［製品］（rpk名 : oroduct）はアプリケーション名を示します。このフィー
ルドは、［製品］テーブルのフィールドにリンクされています。
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• ［ネットワークアクセス］（rpk n\me : seAroAccesssype） フィールド
は、アプリケーションサービスで使用されるアクセスのタイプを指しま
す。ドロップダウンリストから次の値を選択できます。［インターネッ
ト］､［セキュリティで保護されたインターネット］、［その他］。

タブページの使用

［全般］タブページ
このタブページには、選択したアプリケーションサービスに関する基本情報
が表示されます。

図 2.R. ［全般］タブページ

• ［責任者］（rpk名 : rupervisor）は契約を担当している部門または従業
員を示します。このフィールドはリンクフィールドです。

• ［会社］（rpk名 : bomp\ny）はアプリケーションサービスプロバイダを
示します。 このフィールドはリンクフィールドです。
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• ［アプリケーションのtRL］（rpk名 : Arobonnectiontqk） フィールド
は、アプリケーションへの接続アドレスを示します。

• ［管理tRL］（rpk名 : Arotserqegtqk）フィールドは、ユーザーアカ
ウントの管理アドレスを示します。アプリケーションのtqkと管理tqk
が同一である場合もあります。

• ［テクニカルサポート］（rpk名 : Arodm\il）フィールドは、アプリケー
ションのテクニカルサポートの連絡先（電子メール、tqk等）を示しま
す。

• ［技術担当者］（rpk名 : sechbnct）はアプリケーションサービスの社内
での技術担当者を示します。このフィールドはリンクフィールドです。

• ［特記事項］（rpk名 : bomment）フィールドには、アプリケーション
サービスに関するコメントを記入します。

［条件］タブページ
［その他の契約条件］（rpk名 : bomment） フィールドには、契約に含まれ
るその他の契約条件を記入します。

図 2.S. ［条件］タブページ
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［従業員］タブページ
このタブページには、選択したアプリケーションサービスのユーザーのリス
トが含まれています。

図 2.T. ［従業員］タブページ

リストの列見出しは次のとおりです。
• ［ユーザー］：アプリケーションサービスの使用を許可されている従業
員

• ［ログイン］：アプリケーションサービスへの接続の際にユーザーを識
別するための名前

• ［プロファイル］：アプリケーションサービスの使用時にユーザーが所
有する権限を識別する情報

ズームまたは状況依存メニューを使ってリスト内の従業員を選択すると、契
約の使用状況の詳細が表示されます。
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契約の使用状況の詳細画面

図 2.6. 契約の使用状況の詳細画面

詳細画面の多くと同じように、下記の情報が画面上部に表示されます。
• ［ユーザー］（rpk名 : tser） リンクは、アプリケーションサービスの使
用を許可されている従業員を示します。

• ［契約］（rpk名 : bontr\ct） リンクは、契約の参照番号および目的を示
します。このリンクは読み取り専用です。

• ［タイプ］（rpk名 : sesype） フィールドは、契約のタイプを示します。

［全般］タブページは、選択した従業員によるライセンスの使用状況に関す
る基本情報を含みます。

［フィールドP］（rpk名 : eieldP） フィールドは、カスタマイズ可能なユー
ザー定義フィールドです。ライセンスの使用状況に関するいかなる情報でも
入力できます。情報のタイプに応じでフィールド名を変更してください。

［開始］（rpk名 : drt\rt） フィールドと［満了予定日］（rpk名 :
dol\nneddnd） フィールドで、アプリケーションサービスのユーザーアカウ
ントの有効期限を指定します。
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以下に挙げるQつのフィールドで、ライセンスの対象となるソフトウェアの
使用権利を制限します。［権限］（rpk名 : seAuthoriz\tion） フィールドは、
契約上でユーザーに権限が許可されているかどうかを示します。ドロップダ
ウンリストのRつのシステムリストデータ値（［権限あり］、［権限なし］、
［不明］）から値を選択できます。ユーザー権利が指定されていない場合
は、［不明］がデフォルトで選択されます。［利用数］（rpk名 : htsebount）
フィールドで、ユーザーに割り当てられた契約利用数を入力します。

タブページの下半分の［ユーザーアカウント］領域には、ユーザーアカウン
トの管理に必要な情報が含まれています。
• ［ログイン］（rpk名 : Arokogin） フィールドは、アプリケーションサー
ビスへの接続の際にユーザーを識別するためのログインを示します。

• ［プロファイル］（rpk名 : orofile）フィールドは、ユーザーに与えられ
たプロファイル名を示します。ドロップダウンリストから値を選択する
ことができます。

• ［ステータス］（rpk名 : sert\tus） フィールドは、Aroアカウントにオ
ンラインで変更を加えるごとに通知されるユーザーアカウントのステー
タスを示します。［更新済み］、［更新する］、［作成する］というRつ
の値がドロップダウンリストにありますが、このフィールドは、Assetbenter
により自動管理されているため、読み取り専用です。

その他のタブページ
他にあるSつのタブページは、ソフトウェア内で一貫して同じように使用し
ます。

［履歴］タブページおよび［ワークフロー］タブページに関しては、｢デー
タの履歴機能｣と｢ワークフロー｣の章（マニュアル｢リファレンスガイド：
Assetbenterの管理および高度な使い方｣）を参照してください。［任意管理
項目］タブページおよび［書類］タブページについては、｢任意管理項目の
使用方法｣と｢書類とデータベースの関連づけ｣ の章（リファレンスガイド：
マニュアル｢はじめに｣）を参照してください。

注意:

［ワークフロー］タブページで、ユーザーアカウントの管理に用いられる作
業フローチャートを見ることができます。詳しくは次章を参照してくださ
い。

［契約］ボタン
アプリケーションサービスの詳細画面が表示されている時に画面右に現れる

ボタンで、契約の画面へショートカットできます。クリック
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すると、選択したアプリケーションサービスの詳細画面が表示されます。こ
のボタンで契約管理の機能にアクセスできます。
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アプリケーションサービスの詳細画面を使って、ユーザーアカウントを能率
的に管理することが可能です。画面内の様々な情報領域で、各アプリケー
ションサービスの関連情報をAssetbenterデータベースに追加していきます。
必要に応じて（新しいサービス、新規ユーザー等）情報量は変化していきま
す。アプリケーションサービスの画面、契約の画面、従業員の画面、契約の
使用状況の画面のそれぞれは、リンクされたテーブルです。これらのテーブ
ルに変更があった場合には、アプリケーションサービスのvebサイトでも変
更を加える必要があります。

以下に記述するアクションにより、アプリケーションサービスの管理上よく
行われる業務を簡単に実行することができます。また、ウィザードを使って
業務を段階的に処理することで、データベースのデータの一貫性を確保しま
す。

デモ用データベースの例のPつである ｢hntr\netsMcom｣ は、社内コミュニケー
ションを管理するアプリケーションサービスです。以下で、｢hntr\netsMcom｣
にいくつかのアクションおよび ｢ユーザーアカウントの管理｣ ワークフロー
を関連付けてみます。

注意:

本章で定義されているワークフローまたはアクションを使用するには、
Assetbenterのデータキットをインポートする必要があります。

�チュートリアルR
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このアプリケーションサービスの管理
この状況依存アクションを使うと、アプリケーションサービスの管理サイト
にアクセスし、ユーザーアカウントを管理することができます（アカウント
の作成、権利の変更、プロファイル、削除等）。この為のアドレスは、［全
般］タブページの［管理tRL］（rpk名 : Arotserqegtqk） フィールドに示
されています。接続するには、従業員のテーブル（例：アプリケーション
サービスの画面の［従業員］タブページ）で［アクション／このアプリケー
ションサービスの管理］状況依存メニューを選択します。vebブラウザがア
プリケーションサービスの管理ページを表示します。

アプリケーションサービスに接続
契約の使用状況のテーブル（画面自体またはアプリケーションサービスの
［従業員］タブページ）で、［アクション／アプリケーションサービスに接
続］状況依存メニューを選択します。［全般］タブページの［アプリケー
ションサービスのtRL］（rpk名: Arobonnectiontqk）フィールドに入力さ
れている値により、Assetbenterはvebブラウザを起動し、アプリケーション
サービス ｢hntr\netsMcom｣ の接続ページが表示されます。この画面でhc情報を
入力してログオンします。

技術サポートに電子メールを送信する
［従業員］タブページが選択されていない状態で［アクション／技術サポー
トに電子メールを送信する］状況依存メニューを選択します。［全般］タブ
ページの［技術サポート］（rpk名：Arodl\il）フィールドの値により、
Assetbenterは電子メールクライアントを起動します。新しいメッセージには
既にアドレスが入力されているので、後はメッセージを書いて送信するのみ
です。

ワークフローを使ってのユーザーアカウントの管理
契約の使用状況の画面（アプリケーションサービス）を使って、各ユーザー
はアカウントを作成または削除できます。

ユーザーは、契約の使用状況の画面内の［ユーザーアカウント］の領域で、
［ログイン］（rpk名: Arokogin） フィールドと［プロファイル］（rpk名:
orofile） フィールドの値を変更することもできます。
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例えば、ユーザー ｢岡本 俊三｣ のユーザーアカウントを変更したいとしましょ
う。
P 契約の使用状況の詳細画面で、［ログイン］（rpk名：Arokogin） フィー
ルドおよび／または［プロファイル］（rpk名：orofile） フィールドの値
を変更します。

2 ［変更］ボタンでこの変更を確定します。

Assetbenterが「ユーザーアカウントの管理」ワークフローを開始します。

注意:

この標準ワークフローをお客様の会社のニーズに合わせて変更することがで
きます（ワークフローに関するマニュアルの説明を参照）。

図 R.P. 作業フローチャート
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このワークフローによって、アプリケーションサービスで実際に管理されて
いる設定とAssetbenterの情報との一貫性を保つことができます。

責任者による管理
アプリケーションサービスの責任者は、［ツール／進行中の業務］メニュー
を定期的にチェックする義務があります。更新の必要があるものは、リスト
に表示されます。これにより、Assetbenterのユーザーアカウントの設定とア
プリケーションサービスの設定が同一であることを確保できます。まず、
ワークフローによりアプリケーションサービスの責任者に更新業務が割り当
てられます。次に、アプリケーションサービスの責任者は、アプリケーショ
ンサービスに接続して業務を実行します。
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図 R.2. ［ツール／進行中の業務］メニューの選択

［ウィザード］ボタンをクリックして、選択された業務を実行します。これ
により、ユーザー「岡本俊三」のユーザーアカウント情報を「hntr\netsMcom」
で変更できます。

注意:

ウィザードがアプリケーションサービスの管理サイトで実行する必要のある
業務を表示します（例：ユーザーアカウントの作成、変更、削除）。
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図 R.R. ［アプリケーションサービスを管理する］ボタンの選択

vebブラウザが起動してアプリケーションサービスの管理サイトに接続し、
ユーザーアカウントを作成、変更または削除することができます。

一旦更新が実行されたら、管理サイトへの接続を解除して、その更新を確定
するために、ウィザードの画面の指示に従ってチェックボックスをオンにし
ます。この例では、［ステータス］（rpk名: sert\tus）フィールドの値は［作
成する］だったので、「アカウントが作成されました」と表示されます。

最後に、［終了］ボタンをクリックします。
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図 R.S. ウィザードの最終報告

［ステータス］（rpk名：sert\tus）フィールドの値が［作成する］から［更
新済み］に変わります。［詳細］ボタンをクリックして確認します。

［詳細］ボタンで、契約の使用状況の画面へショートカットできます。この
画面へは、アプリケーションサービスの画面の［従業員］タブページからも
アクセスできます。ここでAssetbenter上でのユーザーアカウントのステータ
スを確認します。

ワークフローが責任者により実行された更新をユー
ザーに通知

次に、アプリケーションサービスの管理サイトで行われた変更を通知する電
子メールが送信されます。これにより、ユーザーの接続に関する新情報が通
知されます。
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各ユーザーは、自分の電子メールアドレスでこのようなメッセージを読むこ
とができます。

ユーザーアカウントのステータス
ワークフローの最終段階では、責任者は業務を全て完了したはずです。［ス
テータス］（rpk名 : sert\tus） フィールドの値が［更新済み］に変わってい
ることで、Assetbenter上でのユーザーアカウントのステータスがアプリケー
ションサービス上でのステータスと一致していることを確認できます。

警告:

［更新済み］が表示され、［ログイン］（rpk名: Arokogin） が空白ではな
い限り、アプリケーションサービスの［従業員］タブページまたは契約の使
用状況の詳細画面で、直接ユーザーを削除することはできません。

アカウントをトラッキングし、Assetbenterとアプリケーションサービスの
データが一致することを確認するために、次の更新作業を行います。
P ［ユーザーアカウント］領域内の［ログイン］（rpk名：Arokogin）
フィールドの値をクリアし、［変更］ボタンをクリックします。

2 業務リスト（［ツール／ 進行中の業務］メニュー）に更新業務が表示さ
れます。上述したように、責任者はウィザードを使ってこの業務を実行
します。

R チェックボックスをオンにして削除を確認し、ウィザードを終了します。
これにより、Assetbenterのユーザーアカウントとプロバイダの実際のア
カウントのデータが一致していることを確認できます。

アプリケーションサービスの賃貸料計算
このワークフローを使って、各アプリケーションサービスの賃貸料を計算
し、ある期間内の経費項目を編集します。アプリケーションサービスは、
「ライセンス」タイプの契約なので、契約の画面の［賃貸料］タブページに
ワークフローでの必須情報が含まれています。

アプリケーションサービスに適用される計算方法を選択するには、［賃貸
料］タブページの［賃貸料の比例配分］（rpk名: seoror\tequle）フィールド
で、［すべての資産にP件あたりの賃貸料を配賦する］を選択します。賃貸
料の計算の際に、［P件あたりの賃貸料］（rpk名: mtnito\yments）フィール
ド値に、［詳細］（rpk名: cescription）フィールドのApkの値がかけられま
す。
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［契約賃貸料に応じて割当］チェックボックスをオンにすると、［予算］
（rpk名: audget）および特定の［コスト負担部門］（rpk名: bostbenter）に
割り当てることができます。そうでない場合には、経費項目は自動的に配分
されます。賃貸料の計算の際には、再計算および、［主賃貸料］と［受領承
認日］のチェックボックス以外の［スケジュール］枠内のフィールドが計算
に必ず入れられます。このタブページの詳細については、依存状況ヘルプま
たはマニュアルを参考にして下さい。

図 R.T. 例に挙げられたアプリケーションサービスの［賃貸料］タブ
ページ

［詳細］（rpk名 : cescription） は特別な機能を持つ必須フィールドであり、
賃貸料を識別するだけでなく、計算自体の基礎をも築きます。

このフィールドの値はピリオドで区切られたリンク名のセットです。（後記
参照） リンクはQつのテーブル間の方向性を指定するので、このセットはApk
パスを構成します。このApkパスでは、リンクの順序により、あるテーブル
から別のテーブルへのパスが決定されます。 この例では、契約の賃貸料を計
算するので、このパスは常に、［amContractRent］テーブルから始まり、特
にこの例では、［amContract］テーブルに向けられている［契約］リンクの
一つを含みます。パスが数値フィールドで終わる場合は、その値にP件当り
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の賃貸料がかけられて賃貸料が求められます。 そうでない場合には、ユー
ザー数などの端末値が計算の基礎となります。

賃貸料の計算に必要な値へのパスを定義するには、テーブル間にどのような
リンクが構成されているかを知る必要があります。詳しくは、Assetbenter
c\t\b\se Administr\torを参照してください。

その上、特別なシンタックスを用いることで、「リンク」タイプの任意管理
項目の逆リンクを使えます。このリンクがパスで用いられると、原点となる
テーブル名の前に、ピリオドの代りに「L」がにつきます。それゆえ、
「fv_test」と名づけられた任意管理項目は次のように表すことができます。
• zMMM]Mfv_testMzMMM] は、テーブル A からテーブル aへの「リンク」タイプの任
意管理項目です。

• zMMM]Lfv_testMAMzMMM]は、テーブル A からテーブル aへの逆リンクです。

下記の図は、パスが逆任意管理項目リンクを示す［詳細］（rpk名 :
cescription） の例です。最後の「fv_surf\ce」リンクがこのリンクの値を指定
します。

図 R.6. 異なったアプリケーションサービスの［賃貸料］タブページ
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II. 外部アプリケーションの統合とその他の
新機能

�外部アプリケーションの統合
とその他の新機能II

パート
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本章では、Assetbenterと外部アプリケーション統合、およびグラフ統計作成
の新機能について記述します。

AssetCenter R.6 roSで可能な統合
Assetbenterでは、次のアプリケーションとの統合がサポートされます。
• oeregrine hnfr\sools qemote bontrol
• oeregrine hnfr\sools cesktop ciscovery
• oeregrine Kno•lix

注意:

統合を行うには、これらのアプリケーションを取得する必要があります。

Infrasools Remote Control
hnfr\sools qemote bontrolを統合すると、資産のテーブルに入力されているコ
ンピュータを遠隔からコントロールすることができます。

次の手順に従って、リモートコントロールを実行します。

�外部アプリケーションの統合
とその他の新機能S
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P 資産のテーブル（\mAsset）からコンピュータを選択します。
2 次のアクションのPつを実行します。
• ツールバーの をクリックする。

注意：［ツール／ツールバーのカスタマイズ］メニューを選択して、
このアイコンをあらかじめツールバーに追加しておく必要がありま
す。

• マウスの右ボタンをクリックして、［リモートコントロール］を状況
依存メニューから選択する。

• ［ツール］メニューから［リモートコントロール］を選択する。
• ［btrl + q］キーを使う。

このアクションの設定を行うには、まず、［ツール／管理／データベースオ
プション］メニューを選択します。次に、［リモートコントロール］という
Rつのセクションのデフォルト値を調整します。

hnfr\sools qemote bontrolのAssetbenterとの統合に関する詳細は、 マニュアル
「hnfr\sools qemote bontrol userFs guide」の「hntegr\ting hnfr\sools qemote bontrol
•ith other \pplic\tions」の章、「hntegr\ting hnfr\sools qemote bontrol •ith
Assetbenter」の節に記述されています。

Infrasools cesktop ciscovery
hnfr\sools cesktop ciscoveryをAssetbenterに統合すると、資産のテーブルに入
力されているコンピュータに対してスキャンをかけることが可能です。

注意:

この機能を使用するには、お使いのコンピュータとターゲットコンピュータ
に、hnfr\sools qemote bontrolが適切にインストール、設定されている必要が
あります。hnfr\sools cesktop ciscoveryのスキャナがインストールされている
ことも確認して下さい。

次の手順に従ってください。
P 資産のテーブル（\mAsset）からコンピュータを選択します。
2 次のアクションのPつを実行します。
• ツールバーの をクリックする。

注意：［ツール／ツールバーのカスタマイズ］メニューを選択して、
このアイコンをあらかじめツールバーに追加しておく必要がありま
す。

• マウスの右ボタンをクリックして、［リモートスキャンの起動］を状
況依存メニューから選択する。

• ［ツール］メニューから［リモートスキャンの起動］を選択する。
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• ［btrl + r］キーを使う。

このアクションの設定を行うには、まず、［ツール／管理／データベースオ
プション］メニューを選択します。次に、［リモートスキャンの起動］とい
うRつのセクションのデフォルト値を調整します。

hnfr\sools cesktop ciscoveryをAssetbenterに統合するには、hnfr\sools cesktop
ciscoveryをhnfr\sools qemote bontrolに統合する必要があります。hnfr\sools
qemote bontrolのAssetbenterとの統合に関する詳細は、 マニュアル「hnfr\sools
qemote bontrol userFs guide」の「hntegr\ting your other \pplic\tions •ith hnfr\sools
qemote bontrol」の章、「hntegr\ting hnfr\sools cesktop ciscovery to hnfr\sools
qemote bontrol」の節に記述されています。

Knowlix
Assetbenterでソフトウェア「Kno•lixerontline」を統合して使えるようになり
ました。フィールドのテキストを選択して、Kno•lixの知識ベースで検索を
行えます。

Kno•lixのバージョンSMU以上がインストールされると、統合は自動的に行わ
れます。Assetbenterで、［Knowlixを検索］コマンドが実行されるたびに、
ccdスクリプトがKno•lixを起動、またはフォアグラウンドに表示します。

Kno•lixの知識ベースから情報を獲得するには、次の手順に従ってください。
P 情報を獲得するフィールドのテキストを選択します。
2 次のアクションのPつを実行します。
• をクリックする。

注意：［ツール／ツールバーのカスタマイズ］メニューを選択して、
このアイコンをあらかじめツールバーに追加しておく必要がありま
す。

• ［ツール］メニューから［Knowlixを検索］を選択する。
• ［btrl + r］キーを使う。

R Kno•lixが表示されるのを待ちます。
S Kn•lixからの解決法をPつ選択します。
T この解決法をクリップボードから獲得するには、次のアクションのPつを
実行します。
• をクリックする。

注意：［ツール／ツールバーのカスタマイズ］メニューを選択して、
このアイコンをあらかじめツールバーに追加しておく必要がありま
す。

• ［ツール］メニューから［Knowlixから解決法を獲得］を選択する。
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新機能
Assetbenter RMU以降から、グラフ統計を作成することが可能になりました。

グラフ統計
フィールドまたは列の統計をグラフを用いて表示するには、次の手順に従い
ます。
P 統計を表示したい列またはフィールド内にマウスカーソルを置きます。
2 マウスの右ボタンをクリックします。
R 状況依存メニューから、［この列に関する統計］または［このフィール

ドに関する統計］を選択します。
S Assetbenterが新しい画面で統計を表示します。

注意:

この統計はAssetbenterにより検出される最初のPO件の値だけに限られていま
す。残りの値は「その他の値」に含まれます。
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III. このバージョンに関するテクニカルイン
フォメーション

�このバージョンに関するテク
ニカルインフォメーションIII
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関連マニュアル
Assetbenter RMUO roSに付属している関連マニュアルは、Assetbenter RMUOのも
のと同一です。

Assetbenterに付属している全マニュアル一覧については、マニュアル
「Assetbenterマニュアルの使い方」を参照して下さい。また、下記のoeregrine
rystemsのカスタマーサポート用のvebサイトでもご覧いただけます。

http:NNsupportMperegrineMcom

このvebサイトにアクセスするには、有効なログインとパスワードが必要に
なります。

マニュアルのコピーが必要な場合は、このvebサイトからMpdfファイルをダ
ウンロードできます。

動作環境
Assetbenter RMUO roSをインストールするのに必要なハードウェアおよびソフ
トウェアの一覧についても、同じく下記のカスタマーサポート用vebサイト
でご覧いただけます。

�関連マニュアルおよび動作環
境T
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http:NNsupportMperegrineMcom

このvebサイトにアクセスするには、有効なログインとパスワードが必要に
なります。
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次の表に、Assetbenter RMUO roS、Assetbenter RMUO roR、Assetbenter RMUO roQ、
Assetbenter RMUO roPおよびAssetbenter RMUOで修正された、旧バージョンの欠
陥点についての一覧を示します。

この表の見出しは次の通りです。
• ソース：欠陥の原因または機能の追加が記述されています。
• 欠陥番号：この番号を使って、修正された欠陥を簡単に見つけることが
できます。

• 詳細：欠陥点に関する簡潔な説明
• 解決法：欠陥点の解決法の説明

バージョン R.60 roS

解決法問題の詳細欠陥番号
修正済み。従業員グループ画面のサイ

ズを変更すると問題が発生
する。

AlPQPVPRTVSQ

修正済み。消耗品を返却できない（調
達モジュール）

AlTQOWQPQT

�修正された欠陥および新機能
の一覧6
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解決法問題の詳細欠陥番号
修正済みAssetbenter rerverのオープ

ン／クローズ時に一般保護
エラーが発生する。

AlVUPSRQTV

修正済みAssetbenter rerverで、特定
のスケジュール済みワーク
フローをトリガすると問題
が発生する。

AlVUPSSRPT

修正済みインポート問題: 重複した
任意管理項目値が挿入され
て重複エラーが発生する。

AlPPWQOSSQQ

修正済みテーブルの説明文字列で任
意管理項目を使用できな
い。

AlVUPSSSSS

修正済み履歴保持された任意管理項
目を複数選択で更新すると
問題が発生する。

AlWQUPOSXSP

修正済み非常に大きな更新の実行時
に、\v\il\bilityまたは
displ\yスクリプトで
Currenttserキーワードを参
照している任意管理項目を
削除すると問題が発生す
る。

AlVUPSSTSQ

関連クエリは最適化済み。特定のlr rpkクエリに関
するパフォーマンス問題。

AlVUPSSVQT

修正済み調整を削除すると一般保護
エラーが発生する。

AlVUPSSWQO

修正済み資産が調整を持ち、フィー
ルドに関連付けられたスク
リプトが同じフィールドを
参照している場合、その資
産を削除すると一般保護エ
ラーが発生する。資産の
［場所］フィールドの［必
須］スクリプトに関する
例:

qetu\l = zlkoc\hd] [] O

AlPPPXPPTVQR
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解決法問題の詳細欠陥番号
修正済みamoortテーブルにRQVUVを

超えるマイグレーション対
象レコードがある場合、
rct (バージョンRMOQ～
RMUO)によるマイグレーショ
ンが機能しない。

AlPQSPWRTTX

修正済みA_A文字を含む氏名が壊れ
る。

AlVUPSSXPS

R.60 roRバージョン

解決法問題の詳細欠陥番号
修正済み。資産に関連付けられた調整を削

除すると、通貨換算の問題が発
生する。

AlWQXQOQPPS

修正済み。受領して「在庫中」になる消耗
品のステータスが「予約済」の
ままである。

AlRPTXTRSV

修正済み。資産の同一のフィールド上に関
連する複数の「調整」がある場
合、調整のPつが削除されると、
他の資産のこのフィールドも更
新される。

AlXQWPWTTST

修正済み。資産および消耗品の納入時に、
操作の一貫性が保持されない。

AlXPXPVPSSS

修正済み。在庫への再調達を自動依頼する
と、受領された消耗品は「予約
済」と見なされる。

AlXPVPUQOTP

修正済み。調整の納入時にエラーメッセー
ジが発生する。

AlUQXPQQSS

修正済み。調整が注文中の資産
に関連付けられると、調整用の
経費項目は、受領伝票の作成時
ではなく資産の納入時に作成さ
れる。

調整用経費項目の作成上の問題AlRPTPXSQST

修正済み。数ページに渡る書式を実行また
は選択すると、一般保護エラー
が発生する。

AlPOPXPWSQRX
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解決法問題の詳細欠陥番号
修正済み。ryb\se rpk rerverでは、作業指

示に関連付けられた資産の納入
後、作成された資産に作業指示
が割り当てられない。

AlPOPQPTSQTV

修正済み。外部テーブルにアクセスする
と、無用なアクセス制限が発生
する。

AlPPPUPTRPTT

修正済み。ryb\se PPMXMQMではアポストロフ
（F）の使用 により問題が発生す
る。この問題は階層型テーブル
でのみ発生する。

AlVPVPUOTS

修正済み。発注項目に関連付けられていな
い納入項目が、複数の依頼に表
示される。

AlPQPPPTSPPU

修正済み。初期経費を含む作業指示の作成
時に、一般保護エラーが発生す
る。

AlXQUPTWSR

修正済み。a\sicスクリプトで、現在のユー
ザ（burrenttser）に関連する値
の参照時に問題が発生する。値
が評価されない。

AlUWPVXSR

修正済み。発注に関連付けられていない依
頼のトラッキングタブ内で、請
求項目が間違って表示される。

AlPPQXPTQTRT
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解決法問題の詳細欠陥番号
修正済み。特記事項タイプのフィールド

（履歴付き）をAohで更新する
と、問題が発生する。

AlPOPWQXRQ

バージョン R.60 ro2

解決法問題の詳細欠陥番号
［リース明細］タイプの契約
で、［購入］タブページが使用
可能になりました。

［購入］タブページは、以下の
Qつのサブタブページを含みま
す。
• ［依頼］

このサブタブページは、リー
ス明細に関連する購入依頼を
管理するために使用します。

• ［発注］

このサブタブページは、リー
ス明細に関連する発注書を管
理するために使用します。

「リース契約」タイプのファイ
ナンス契約に関連する購入依頼
および発注書のトラッキング

qeoSPRXPRPQ
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解決法問題の詳細欠陥番号
製品Pのカテゴリの属性が［標準
構成］である場合、［デフォル
トで作成］（rpk名：
sebre\tece）フィールドの値は、
［なし］となります。

［標準構成］以外の属性では、
［デフォルトで作成］（rpk名：
sebre\tece）フィールドの値が
［なし］ではない場合に、［な
し］を選択しても、［製品］
フィールドは空になりません。

［デフォルトで作成］（rpk名：
sebre\tece）フィールドと［Is］
カテゴリの間に互換性がない。

例：
P カテゴリが［Is］である製品
Pを選択します。

2 製品のテーブルで、［デフォ
ルトで作成］（rpk名：
sebre\tece）フィールドの値
を［なし］と指定します。

R 製品Qを作成、または選択し
て、［構成］タブページをア
クティブにします。

S 製品明細の画面
（［amorodCompo］リンク）
で製品Qに製品Pを追加しま
す。

その結果、製品Pの［デフォ
ルトで作成］（rpk名：
sebre\tece）フィールドで指
定した［なし］を保持できま
せん。［なし］の代わりに、
［資産］と入力されます。

［なし］を再度選択すると、
［製品］フィールドが空に
なってしまいます。

AlTQWPWSQPX

修正済み発注書の明細テーブルで、［単
価］（rpk名：mtnitbost）
フィールドの値を変更しても、
発注書のテーブルの［税込総
額］（rpk名：msot\lmet）
フィールドと［総原価］（rpk
名：msot\lbost）フィールドの
値が更新されない。

AlPTPSRP

修正済みAssetbenterをlrLvindo•
lillenniumおよびlrLvindo•s
ターミナルサーバでインストー
ルする際に問題が発生。

AlPPPTPXTWQQ、
AlRXPVPQP
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解決法問題の詳細欠陥番号
修正済みAssetbenter RMTP ro Pから

Assetbenter RMUO sp Pへの更新が、
ポーランド語バージョンで失敗
する。

AlUQXPRRRPR

修正済みAssetbenter rerverが、ストック
から他の製品を含む製品の購入
依頼を作成すると、従属製品の
依頼項目が作成されない。

AlTQXPRTXW

修正済み購入依頼から作成されなかった
見積書から発注書を作成する
と、この発注書の明細が空のま
ま。

AlPOQSPQQRSQ

修正済み見積書から作成された発注書の
トラッキングタブページで、各
明細項目の発注数が、LPである。

AlVQOPPXW

修正済み。AMoMhM
Ambre\teonseromwwwが、正し
い価格を用いる。

購入依頼書が複数の項目を含む
場合、AMoMhM
Ambre\teonseromAllqeqkines
が、購入依頼項目で指定された
価格ではなく、サプライヤの製
品リストで指定されている価格
を用いる。

AlUPQPWSRSU

修正済み製品の予約の画面で、履歴タブ
ページと任意管理項目タブペー
ジがない。

AlRQRPTPQQO、
AlSPPXTWT

修正済み購入依頼から発注書が作成され
ると、発注書のテーブルのプラ
イマリキー「lonrdhd」の履歴保
持が機能しない。

AlTPSPTPUQO

修正済みlrLrpkサーバで、任意管理項目
のテーブルのプライマリキー
「lee\thd」の履歴保持が機能し
ない。

AlPPTPPPWTW

修正済みインポートによりデータが作成
されると、プライマリキーの履
歴保持が機能しない。

AlQXPRQUPV
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解決法問題の詳細欠陥番号
修正済み資産テーブルで、［親製品］

フィールドのために作成された
履歴項目が、［新しい値］に、
親製品の名前ではなく、資産の
名前を含む。部門と従業員の
テーブルの［部門］フィールド
でも同じ問題が発生。

AlTQXPTRP、
AlVPWTTWPT

修正済み従業員グループのテーブルで、
「グループのメンバー」複数リ
ンクの履歴保持が機能しない。

AlSPQPUSWU

修正済みレコードに関連付けられた任意
管理項目の変更によりワークフ
ローがトリガされ、そのワーク
フローが失敗したとしても、変
更がデータベースで保存され
る。

AlTQPUPQQQ

修正済みスクリプトがQつの任意管理項目
を同時に更新し
（Amreteieldrtru\lue()へQつコー
ルに対して、Amtpd\teqecord()
にPつコール）、そのうちQつが
［デフォルトで表示］モード
で、もうPつが欠けていると、最
初の任意管理項目が更新されな
い。

AlVPWPVSPO

修正済み。メッセージが分かり
やすい。

ワークフロー、または妥当性ス
クリプトでdrrMq\ise()をコールす
ると、エラーメッセージが理解
不可能。

AlTRPWPPU、
AlTQUPOSQQW、
qeoXPXPORUTQ

修正済み日付フィールドのデフォルト値
が、特記事項のみを含む。デ
フォルト値はO（この値は、PWXX
年PQ月RO日に対応する）。

AlWPRPQQPTS
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解決法問題の詳細欠陥番号
修正済みラインの色を定義するためにリ

ストに追加された特殊フィール
ドの評価エラー。

AlPPPPUPVTP

R.60 roPバージョン

解決法詳細欠陥番号
修正済み。特記事項の履歴の保持に関

する問題
AlRQVPWPUR

修正済み。トランザクションが長い
と、「\mkoginrlot」テー
ブルでデッドロック発生。

AlQPRPVOQS

修正済み。詳細画面のリンクリスト
で、リンクテーブルの全て
のレコードが表示されな
い。［+］ボタンが淡色。

AlQUPPPQSQ

修正済み。賃貸料の計算の際に、
Assetbenter rerverが急停止
する。

AlQPRPOSTQ

修正済み。AlQPRPVOQSと同様AlPQQOPURRT
修正済み。［再依頼］ボタンが正常に

機能しない。
AlTPWPXQPU

修正済み。ワークフローのスクリプト
が、コンテキスト外で考慮
される。

AlQQPPTSSTS

修正済み。スマートデータベースアッ
プグレード：RMOQバージョ
ンから、間違った相違ファ
イルのデータベースへのマ
イグレーションの際に、一
般保護エラーが発生。

AlPPXPTSWTQ

修正済み。統計：フィルタが正常に機
能しない場合がある。

AlPPRPSQPPS

修正済み。licrosoft rpk rerverで
「rdkdbs chrshmbs」を
用いると、一般的な保護エ
ラーが発生（［履歴］タブ
ページ）。

AlPPVPRSUPS
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解決法詳細欠陥番号
修正済み。Pつ目のクエリーを作成す

る際に（［ツール／クエ
リー］タブページ）、一般
的な保護エラーが発生。

AlPPVPPVPX

修正済み。スマートデータベースアッ
プグレード：nr\cleへの接
続がPつだけ「\mdbMini」
ファイルで宣言されると、
一般保護エラーが発生。

AlRQXPPTRV

修正済み。hnfr\benter for vorkgroups
でレポートがQつ欠けてい
る。

AlSPPPWSXSX

修正済み。［資産］（rpk名：
\mAsset）テーブルで、
［詳細のみ］モードに切り
替える際に、一般保護エ
ラーが発生。

AlQQUPQSUTX

バージョン R.60

解決法詳細欠陥番号
修正済み。インポートにより変更され

た任意項目を含むレコード
の［dtk\stlodif］フィール
ドの動作。

AlWQWPTSVTW

修正済み。リストのリフレッシュ時の
問題

AlPQQOPURRT

修正済み。バージョンQMTQからRMTPへ
の標準インポート時に生ず
る一般保護エラー。

AlPQQPPRTXV

修正済み。日賃貸料の場合、
Assetbenter rerverが経費項
目を一日おきにしか作成し
ない。

AlPQPTPTSPT

修正済み。親製品のない調整の納入時
にエラーが発生しない。

AlPQPPPUQQPP

修正済み。製品なしの発注書の問題。AlPQTPUQSSW
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解決法詳細欠陥番号
修正済み。注文項目の画面のリストに

［lAcqubntrhd］フィールド
を追加することできない。

AlPQPPPUVSP

修正済み。クエリ―でフルネームが
PQW字で切り捨てられる。

AlPXPWPXTX

修正済み。任意管理項目の参照番号か
ら始まる説明の文字列の解
釈エラー。

AlPOPOPPPXRO

修正済み。［co not process the drb key
in \ field］オプションが機
能しない。

AlPOPOPUORO

修正済み。インポート等の機能で、一
番最後に使われたフォルダ
をAssetbenterが記憶できな
い。

AlPOPWPVRQPP

修正済み。スクリプトでの任意管理項
目値の定義時に問題発生。

AlWQTPOTSO

修正済み。lr rpk VMOで、統合した任
意管理項目が無効なクエリ
―を作成する

AlPOPWPVTURQ

修正済み。lr rpk VMOで、フィールド
値の履歴が正しく機能しな
い。

AlQQRPTQTU

修正済み。Assetbenter Aoh使用時に、
計算フィールドを出力でき
ない。

AlWQSPRPURV

修正済み。資産および従属資産の作成
時に複製選択の問題が発
生。

AlPPQPUSXPW

修正済み。発注書の複製時に調整項目
が追加される。

AlVQTQPXPX

実行可能。外貨および為替レートの
ロード設定。

msOOOOQbbA

実行可能。資産テーブルの［取得］タ
ブページにコスト負担部門
を追加。

qeoXQXPSSUPS

実行可能。意思決定ツリーに多数の項
目が含まれている場合のパ
フォーマンスの向上。

qeoPOQOPOUV

実行可能。並べ替え時に空白のフィー
ルドが含まれる。

qeoPPQOXSOSV
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解決法詳細欠陥番号
修正済み。スマートデータベースアッ

プグレードの際にApkクエ
リーをインポートできな
い。

AlPOXXTSPU

修正済み。スマートデータベースアッ
プグレードの際に臨時ユー
ザーのプロファイルがアッ
プグレードされない。

AlPOXPSTVPS

修正済み。msセキュリティを用いて
データベースに接続した場
合にbryst\l qeportsのレポー
トを印刷できない。

AlPOPWXTTPO

修正済み。Assetbenter rerverがサービ
スモードで実行されている
時にuhl メールを使用す
ると問題が発生する。

AlPOPPPWRPTT

修正済み。ヴューのドロップダウンリ
ストで一番最後に選択され
たヴューが、自動的にリス
トの最初に配置されない。

AlPOQOPORRPX

修正済み。データのサーバーへの転送
時に、不適切に切り捨てら
るデータがある。

AlXPQPORSQX

修正済み。リンクの追加時に間違った
削除確認のメッセージが出
る。

AlXPPVTUTS

修正済み。Aohで
［\mqevbrypto\ss•ord］機
能へのアクセスが不可能。

AlXQOPWQTRU

修正済み。licrosoft Accessが任意管理
項目の多すぎるテーブルに
アクセスできない。

AlXQUPORVPU

修正済み。スマートデータベースアッ
プグレード：マイグレー
ション後、エージェントが
間違ったテーブルに適用さ
れる。

AlXQTPWRVP（rcOSXUWS）

マルチスレッドアクセスで
ckkに問題なし。

Assetbenterのckkでのメモ
リーリークの問題。

AlXQTPPRWRU
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Assetbenter QMTQ以降のバージョンであれば、Assetbenter RMUO roSにアップグ
レードをすることができます。

注意:

前もって、マニュアル「インストールおよびアップグレードガイド」を参照
してください。

AssetCenter R.xからのアップグレード
次に示す作業は、Assetbenter バージョンRMxのすべてのバージョンからアッ
プグレードする場合に必要です。

バージョンRMxからアップデートする場合は、スマートデータベースアップグ
レード機能を使って簡単にアップグレードできます。

アップグレードをするには、次のQつの作業を行います。

�アップグレード時の注意事項V
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注意:

アップグレードを行う前に、必ずデータベースのバックアップ（ダンプ）を
作成してください。

• Assetbenterの実行可能ファイルをアップグレードする ： Assetbenter RMUO
roSのインストールbcをコンピュータのドライブ挿入し、表示される画
面の指示に従ってください。この操作に関しての詳細は、マニュアル「イ
ンストールおよびアップグレードガイド」の第S章「Assetbenterのアップ
グレード」を参照してください。

• データベースを移行する ： スマートデータベースアップグレードを使っ
てこの処理を行うことができます。詳しくは、「Assetbenter RMUO 付録」
を参照してください。

AssetCenter バージョン2.T2からのアップグレード
バージョンQMTQからのアップグレードは、Assetbenter RMUO roSにより直接サ
ポートされていません。

警告:

バージョンQMTQからアップグレードを行われる場合は、oeregrine rystemsのカ
スタマーサポートまでお問い合わせください。

TW AssetCenter RMU0�spS - リリースノート
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IV. 追加されたフィールドとAssetCenter R.6
での更新

�追加されたフィールドと
AssetCenter RMUでの更新IV

パート
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Assetbenter RMU roSの「dbstructMchm」ファイルに、Assetbenter RMTPのデータ
ベース記述ファイルが含まれています。このファイルは、追加されたフィー
ルドの記述、またはAssetbenter RMU roSでの更新を含みません。

追加されたリスト、またはバージョンRMTPからの更新を得るには、Assetbenter
のインストール先フォルダの「infos」サブフォルダにある「diffRTPMtxt」ファ
イルを開いてください。 （例b:\orogr\m
eiles\oeregrine\Assetbenter\infos\diffRTPMtxt）

「diffRTPMtxt」ファイルは、「infos」フォルダにある他のtxtファイルと同様
に、区切り文字で区切られたファイルです。このファイルを読み込むには、
licrosoft dxcelのような、スプレッドシートタイプのアプリケーションを使
用することをお奨めします。

�追加されたフィールドと
AssetCenter RMUデータベース
構造での更新

8
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本リリースに関するご質問については、oeregrine rystems のカスタマーサー
ビス用vebサイトで承っております。アドレス : http:NNsupportMperegrineMcomM

このvebサイトにアクセスするには、有効なログインとパスワードが必要に
なります。

また、下記の最寄り のカスタマーサポートまでお問い合わせされても結構で
す。

北米、南米、アジア／太平洋諸国
電話番号 : +(P) (WOO) XUO XXXW（米国内でのみ無料ダイヤル）

+(P) (WTW) VXS VSOQ

ファックス : +(P) (WTW) VXS UOQW

電子メール : support_peregrineMcom

本社 : oeregrine rystemsK hncM

Attn: bustomer rupport

RUPP u\lley bentre crive

r\n ciegoK bA XQPRO

�お問い合わせ先A
付録
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ヨーロッパ、アフリカ
電話番号 : (O) (WOO) WRS VVO （英国内でのみ無料ダイヤル）

+(SS) (O) (OQ) WRRSLTWSS

ファックス : +(SS) (O) (OQ) WRRSLTWXO

電子メール : uksupport_peregrineMcom

US AssetCenter RMU0�spS - リリースノート

AssetCenter

July 23, 2004


	AssetCenter 3.60 sp4 - リリースノート
	はじめに
	本書の内容
	I.アプリケーションサービスの管理
	1.はじめに
	アプリケーションサービスの概念
	AssetCenterでの導入

	2.アプリケーションサービスの画面
	アプリケーションサービスのリスト
	アプリケーションサービスの詳細画面
	基本情報
	タブページの使用
	［全般］タブページ
	［条件］タブページ
	［従業員］タブページ
	契約の使用状況の詳細画面

	その他のタブページ

	［契約］ボタン


	3.チュートリアル
	このアプリケーションサービスの管理
	アプリケーションサービスに接続
	技術サポートに電子メールを送信する
	ワークフローを使ってのユーザーアカウントの管理
	責任者による管理
	ワークフローが責任者により実行された更新をユーザーに通知
	ユーザーアカウントのステータス

	アプリケーションサービスの賃貸料計算


	II.外部アプリケーションの統合とその他の新機能
	4.外部アプリケーションの統合とその他の新機能
	AssetCenter 3.6 SP4で可能な統合
	InfraTools Remote Control
	InfraTools Desktop Discovery
	Knowlix

	新機能
	グラフ統計



	III.このバージョンに関するテクニカルインフォメーション
	5.関連マニュアルおよび動作環境
	関連マニュアル
	動作環境

	6.修正された欠陥および新機能の一覧
	バージョン 3.60 SP4
	3.60 SP3バージョン
	バージョン 3.60 SP2
	3.60 SP1バージョン
	バージョン 3.60

	7.アップグレード時の注意事項
	AssetCenter 3.xからのアップグレード
	AssetCenter バージョン2.52からのアップグレード


	IV.追加されたフィールドとAssetCenter 3.6での更新
	8.追加されたフィールドとAssetCenter 3.6データベース構造での更新
	A.お問い合わせ先



